


主主F豆0::>一一音日とし寸て

くあいまいなことば、抜け道となるようなことば、どうにでも解釈できるような表現はこれか

ち併士会をめざした表現へ>

例

・男女共にやさしく支え合う社会

.男女平等教育

-女1幼竜安心して生活できる環境
.女性に対する暴力を禁止する環

境作りを

-妊娠-出酪設ける保簡豆腐様

の充実

-男女共に人権が側草される社会

.ジエンダーフリーι激育
-女性に対する暴力は抗罪であるとの社錆蕊跡り浸透

.暴力を禁止する条例の嗣淀を

~と、費用の医劇界剣ヒを

<数値目標、達劇変、具体朕施策の蒜Eへ>
例

-政策方針決定妨跡トの女性の

割面

-学校における男女平等教育の推

進

-女性の能力を高める

-外国人カ咳心して生活できるよう

にする

-公的なあらゆる場において、 4書l魁えて一方の幽こ

片寄らないように

-男女五十音JI隠毘合名簿を基本においたジエンダーフ

リー教育併箇韮

-自IVJを高めるための具体が崩磁を実臆する
-外国人の制局者名も住民票に証載するようbこする

<女性江瀧力料品=から女1由主改があるのではなく、女性倒的が生かされなかった社会請品哉や
背景似支革と施策へ>

例

-女性自身の勢画の意識を高める

.女性の能力向土を

-女性に魁厳してもちう

-女性の職業意識の育成を

-女!勃場画しやすいように、組織・錦、l降を男直す

・女|扮自'1i1Jを発揮できるように、地樹士会-企業詐士

会の意識支革をする

-男，Wfi、性別J~ここだわることなく公平に人材を男抜

く目を養成する

-育成の具体酢茂援策を

* なお、審議会・各種委員会における女性委員の登用率は今後の行重煽廿画の亘有課題と考え、
まず「官創ずで率先して菊子し、企業等へモデルを示して啓発するjとし、 「目標の具体的数

値を高く掲げることが大切Jと、力Jt断、の登用率の部特添えて喪青した。
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そTとp、多三千二子して土谷欠ししヰ妻イオ司手刀託E賞主主

r -:f芝山奇芦手，，~ヨ-j;z::.三F毒手宇佐道主主主ヰ玄会主イヲ了。」 毛云告Ij支E9

ること

2 、マシ一一ナリー-<7:>ヲ皇イヒをはカ〉ること

「男女期司参画縫特日」を新たに設置し、従来の生活環境部の一昔曙から嬬誼属

にしてすべての何時曙に対して総合調整機能と強川撤を持たせることにより、

女間王改の徹底をはかること。(資料の添付)

3 、主喜平童詩華言義会、 雪き長三1壬主主および乏ミ白勺核隻同司の吉区・

言果畏への女性の登用目標値を言受主主し、各年

居芝ごとqコ目キ票を支巨喧〉ること

4 、 ドメニ之さ子イッ-7・ノてイコ章一レニノ二之、 寸2 -7三ノユ

アルノ¥ラスメント毒手の多浮きをま菜亥IJむことらえ

、三計三郎こ文寸--9る喜尋ブ70::>柱訴色をぜ〉さPす一主主イオ垣内

意恒貧さきを同月らカヰこし、 9す!笠qコ完童話主を己文耳主す一る

教育を牛寺乙こ推進すること



ょうこそ主主E山奇ム¥、 田向鳥 F易 弓子さ ん

法政大学教授で、英文学-女性学-思性学を講義する一方、巷へ出て実戦的

フェミニズムで戦ってくれている田嶋腸子さんが長崎市で講演しました a

社団法人-長崎法人会が創立 30周年の記念式典の講演会に招いたもので、

講演の題は r2 1世紀のあるべき姿Jということでした。

わざわざここでこのことを取り上げたのは 2つの大事なことが考えられたか

らです。

1つは、その講演内容です。

r 2 1世紀のあるべき姿」として「日本のこの男女の関係を変えること Jと

し、一連の警察キャリアの不祥事をみると男たちがいかに未成熟で自立してい

ないかということであり、それは女たちが男に仕えるボチになってしまってい

ることにも原因があること。女に対等な人権感覚を持てず、主人とボチの間柄

で育っていって、何で 21世紀の国際社会を乗り切ることができょうかと言う

主旨をとうとうと述べられました。 rとうとうと」というのは、満場の人達を

おそらく、誰ひとりとして飽かせなかったと思うからです。

'あるべき姿"として、"女にきちんと向かい合うことができること"という

視点から長崎の経済界に切り込んだのは田嶋さんが初めてだったのではないか

と思います。

2つ目は、田嶋さんが日頃どんな発言をしているのかを知っていて彼女に講

演を依頼した(ぽわれる)長崎法人会の今日的な姿勢を評価します。講師紹介に立

った会長の野崎氏の、田嶋さ んを紹介する内容がそれをよく物語っており、閉

会挨拶をした中川氏のお礼のことばも快く聞くことができました。会場がこん

なに満杯になったのは発足以来初めてだということでした。

それにしても、今夏私達が怒った長崎県町村議長会の講師人選との違いはど

うでしょう。 8月に招いた筑波大教授・中川八洋氏は戦争肯定、女性蔑視の講

演をし、私達の抗議にいまもって姿をくらましています。町村議長会の講師選

びは人任せで責任逃れに終始しており、会報にも書きましたがほんとうに"未

成熟な男たち"です。こんな人たちに地方自治を託しているのかと考えると、

ほんとうに深刻な問題です。

田嶋さん、さわやかな風を ありがとう

会報を読んで〈れているみなさんもどうぞ良いお年をお迎えくださいi
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